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命を懸けて、京都を前へ

浜田聡プロフィール
1977年　京都府京都市生まれ。大宅小中学校（山科区）、洛南高校出身。
東京大学教育学部、京都大学医学部卒。前参議院議員・医師。参議院
総務委員会委員などを歴任。政治団体「自治労と自治労連から国民を
守る党」代表、政治団体「事務事業評価で税金の使い道を正す党」代表。

計5 0本の主要政策を掲げています。詳細は下記ＱＲコードよりご確認ください。

反社、利権、犯 罪者、災害 への対 策強化、納 税者を守る最強の盾を。

警察・消防体制の抜本強化3.守る

京都府全域を次世代治安維持特区に指定、警察予算を1.5倍増。あらゆる犯罪の徹底した根絶を実現（400億円）　ほか
●日本最高の治安体制の整備

京都府内への「防災庁」の拠点誘致の働きかけ、国との連携体制を強化　ほか
●日本最高の防災体制の整備

国民保護法制の速やかな履行を実現するための計画・訓練の拡充　ほか
●国民保護と産業活性化の両立

京都は博物館ではない、人間が生き抜くための戦場です。若者が未来を拓ける京都へ。

偉大な京都を取り戻す経済政策2.減税

法人事業税減税（200億円）、京都企業基盤づくり税廃止（100億円)、京都府豊かな森を育てる府民税廃止など大減税実施
●京都府を豊かに、更に発展させるための減税政策の実施

京都経済成長本部の設置、既存の産業振興・都市開発関連部署の統廃合　ほか
●京都の経済成長を実現するための政策の実施

減税・規制改革を活用し、経済成長・企業誘致による雇用創出・賃金引上げを最優先
●真面目に働く現役世代の応援、自立した国民生活の支援

向日町競輪場再築及びアリーナ建設と並行し、慢性渋滞解消などのハード投資の実施　ほか
●合理的かつ戦略的な大型公共事業政策の実施

量よりも質、富裕層向けの観光政策への転換、国際情勢に左右される中国観光客依存からの脱却、中国系
決済アプリ禁止の検討

●オーバーツーリズム対策、観光客の選別・見直し

同和政策の全面的な見直し、京都府人権啓発調整会議及び人権啓発推進室の廃止　ほか
●タブーなき改革の断行

必要性が薄い啓発事業・相談事業・イベントの廃止、自治事務廃止及びＡＩ置換の検討　ほか
●職員体制のスリム化

京都府当初予算の約1兆円に対する最低10％のマイナスシーリングの徹底（1000億円の財源確保）　ほか
●府財政に関する徹底した構造改革

反利権、納税者目線の大改革1.行革
真面目に働き、真面目に生きている人を守る、日本で一番税金が安い街へ。
私を敵に回すのは税金に巣食っている人々だけです。

浜田聡


